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霧

室零

越
前
米
浦
の
農
民
逃
散

主将

lE 

雌

光
州
刷
、
中
都
υ目
的
等
農
林
畢
校
の
杉
本
英
詩
氏
と
い
ム
ホ
知

の
人
か
ら
、
米
ノ
柿
農
民
運
動
史
と
題
す
る
一
冊
子
を
縫
ら
れ

た
。
平
遮
披
比
す
る
占
、
序
論
、
本
輪
、
結
論
、
京
大
戦
授
黒

王
燥
博
士
に
、

の
問
項
に
八
万
ち
、
米
ノ
捕
に
腕
ず
る
根
本
資
料

忙
よ
っ
て

可
な
り
砕
か
に
叙
述
さ
れ
て
居
た
。
而
し
て
そ
の

者

E
公
刈
せ
ら
れ
た
目
的
が
、
品
川
の
研
究
の
吟
味
に
あ
る
も
の

怠
る
か
に
現
は
れ
た
か
ら
、
私
に
闘
す
る
限
り
の
事
に
就
い
て

柳
か
品
目
見
を
開
陳
し
、

同
時

ι杉
本
氏
の
論
考
に
到
す
る
批
評

を
加
へ
度
い
ー
主
思
ひ
、
悲
に
筆
を
と
る
事
と
し
た
。

雑

錐

越
前
米
捕
の
農
民
匙
散

私
は
徳
川
時
代
の
百
姓
一
棟
の
低
抗
形
態
を
介
ち
て
積
極
的

泊
極
的
の
こ
と
し
‘
更
に
前
者

E
強
訴
と
越
訴
と
忙
一
一
凪
別
し
、

叉
消
極
的
抵
抗
の
典
型
的
な
る
も
の
'
と
し
て
逃
散
を
単
げ
、
之

を
隠
密
的
逃
散
L
C
一
耳
滅
的
逃
散
に
分
つ
を
常
と
し
て
ゐ
る
。
而

し
て
私
は
己
に
本
誌
(
昭
和
三
年
正
月
枕
)
に
於
て
特
に
法
民
逃

散
の
み
比
闘
し
T
詳
論
し
た
と
主
も
あ
り
、
叉
犬
阪
毎
日
新
聞

紙
上
に
辿
誠
裂
表
し
た
る
「
百
姓
-
授

ω話
」
の
中
に
於
て
も
、

拙
著
「
百
姓
一
撲
の
研
安
」
に
於
て
も
少
し
く
之
に
論
及
し
た
。

逃
散
に
闘
す
る
事
例
は
相
官
多
数
に
上
る
も
の
L
如
く
、
そ
の

地
理
的
分
布
欣
態
の
如
き
は
、
百
姓
一
挟
の
研

致
生
の
欣
態

究
上
、
持
た
又
徳
川
時
代
封
建
枇
舎
の
関
越
過
程
を
知
る
上
に
、

削
る
興
味
あ
り
且
つ
宜
野
在
る
問
闘
で
あ
る
。
之
等
農
民
逃
散

の
中
、
隠
密
の
逃
散
の
一
剛
白
き
事
例
}
と
し
て
五
保
一
珂
年
五
月
に

越
前
岡
丹
生
郡
米
ノ
捕
に
愛
生
し
た
と
思
は
る
L
農
民
逃
献
を

事
げ
た
。
因
よ
り
之
は
余
が
親
し
く
捗
叫
に
桂
き
て
根
本
資
料

を
探
訪
し
た
結
果
に
基
く
の
で
は
な
〈
、
地
方
史
編
纂
の
椴
威

第
二
十
九
谷

n-~ 

鋭

五

四



雑

録

越
前
来
摘
。
農
民
逃
散

者
た
る
牧
野
信
之
助
氏
が
数
年
間
刻
苦
し
て
完
成
せ
ら
れ
た
る

岡
井
聯
奥
に
掠
っ
た
の
で
あ
る
。
間
井
牒
史
は
蒋
の
記
録
企
瓜

は
る
h
A

文
書
、
印
ち
、
「
丹
生
郡
米
ノ
浦
之
百
姓
、
昨
年
五
月

庄
屋
一
人
相
抽
出
、
村
人
一
同
(
百
六
人
)
般
に
て
致
出
奔
候
に

付
、
方
々
~
制
導
候
嵐
、
越
後
新
潟
に
罷
在
候
民
付
、
今
日
召
辿

師
致
吟
味
供
庭
、
頭
取
市
兵
衛
、
六
山
畑
、
孫
布
典
申
者
は
行
術

不
相
知
候
に
付
、
兵
四
郎
.
次
兵
術
ル
」
山
ー
者
阿
人
組
而
入
牢
中

附
」
(
正
保
二
年
三
月
二
十
二
日
)
に
よ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

私
は
之
を
疑
は
守
し
て
、
直
ち
に
用
ひ
た
の
で
あ
る
。
牧
野
氏

は
今
日
起
座
主
大
部
白
地
方
史
を
編
纂
せ
ら
れ
、
殆

E
牛
生
生

地
方
史
の
研
究
に
傾
倒
し
て
居
ら
れ
、
殊
に
一
度
地
方
史
嗣
纂

の
事
に
従
は
る
与
や
、
各
地
主
限
な
く
総
出
世
し
て
門
外
不
川
の

然
る
後
制
心
た
る
注
意
を
以
て
、
書
き

k
げ

資
料
を
探
索
し

ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
之
を
し
も
倫
ほ
疑
ム
ペ
く
ん

ば
、
己
刊
の
書
物
中
恐
ら
く
信
滋
し
て
然
る
べ
き
も
の
は
一
つ

も
た
い
・
と
い
っ
て
よ
か
ら
う
。
さ
れ
は
農
民
史
の
椛
成
た
る
小

野
武
夫
博
士
も
矢
張
り
編
井
勝
史
牧
畝
の
記
録
を
そ
の
ま
h

問

U
ら
れ
て
居
る
(
同
氏
著
農
村
枇
合
史
論
議
八
八
頁
)
。
榊
た
ら

第
二
十
丸
谷

四
三
四

第
三
部

ー
占

ぬ
人
白
身
の
事
で
あ
る
か
ら
、
過
謀
、
見
白
が
し
が
な
い
主
は

い
へ
た
い
。
只
問
闘
は
、

一
定
の
事
件
が
全
然
た
か
っ
た
か
或

は
根
本
的
に
間
違
っ
て
居
る
か
・
と
い
ふ
事
に
存
す
る
。

杉
本
君
の
所
論
は
、
モ
の
文
章
白
生
硯
た
る
事
、
言
日
川
山
は

し
の
明
確
で
な
い
事
と
の
偽
め
に

よ
く
そ
の
ホ
旨
E
M
併
す

る
に
苦
し
む
が
、

そ
の
い
は
ん
止
す
る
所
は
大
関
失
の
如
〈
で

あ
( 1) る

にら
舟農し
な民い
日(。

伝告
引金辛

苦ち
抵が
'~~草
と 税
しの
た偽
りめ
、非

喫常
失に
し疲
て体
居し
た
か巴

ら
司
舟
を
有
す
る
者
少
〈
舟
官
逃
げ
う
る
筈
が
な
い
。
又

舟
で
逃
げ
る
事
は
運
迭
技
術
上
不
可
能
で
あ
る
o

、J2

逃
故
の
行
は
れ
た
の
は
正
保
五
年
五
月
で
あ
る
が
、
然

か
も
そ
の
年
の
八
月
及
び
十
一
月
付
。
漣
米
分
の
整
理
溢

文
井
に
大
豆
の
撃
訓
詩
文
白
護
人
中
に
村
民
の
名
が
見
え

る
恥
ら
、
村
口
叫
が
拙
ペ
て
逃
散
し
た
も
の
で
は
訟
い
。

)
 

3
 

〈

農
民
は
庄
屋
の
計
略
に
て
牧
税
投
入
の
来
た
時
に
一
同



が
逃
散
し
た
形
と
な
し
、
裏
山
の
高
地
に
か
く
れ
て
居

b
l

。
現
在
鑑
川
'
ど
い
ふ
仰
が
あ
る
の
は

か
L

み
て
居
た

岡
、
隠
れ
て
居
た
回
。

か
Y

み
川
、
隠
旧
白
賓
形
手
で

み
る
o

全
部
逃
放
し
た
よ
い
ふ
の
は
徴
税
役
人
が
責
任
回

( 4 ) 

の避
者放の
はに手
持品段
散 見と
し は し
た 全て
か部考
も ii主へ
I-il 首究 iiI 
れしし
ねたた
古tι) q:> 

口 C‘

耳手はあ
寅 なる
が い止
弘主 、 い

， ふ或ふ
かは。
らゆ

主t

端
的
文
書
を
そ
の
ま
ミ
に
信
制
し
た
る
黒
正
の
見
解
は
皮

想
で
あ
り
、
澗
断
一
下
あ
る
主
非
難
す
る
。

以
上
の
所
輸
は
そ
の
呈
示
せ
ら
れ
た
る
文
書
に
よ
る
時
は
一

憾
首
肯
せ
ら
れ
た
い
事
も
な
い
が
、
併
し
倫
ほ
杉
本
氏
の
い
ふ

所
の
全
部
の
も
の
が
逃
倣
し
た
の
寸
は
な
い
さ
の
断
定
も
軒
々

に
は
信
ぜ
ら
れ
た
い
。
そ
の
理
由
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

a

杉
本
氏
は
棋
-
々
と
し
て
色
々
の
文
書
主
列
母
し
て
余
白

(
 

設
を
論
難
し
、
或
は
「
師
相
場
」
、
「
成
居
的
」
、
「
越
者
の
創
治
的

文
字
」
等
の
酔
旬
を
以
て
非
議
せ
ら
れ
乍
ら
、
氏
。
所
設
止
金

〈
反
封
の
事
貨
を
立
留
す
べ
き
記
事
を
示
し

τ居
る
。
日
く
、

御
前
放
の
事

雑

融

輔
『
刷
米
輔
の
農
民
曲
目
散

今
度
米
ノ
油
百
姓
共
肱
落
仕
り
候
所
(
米
ノ
浦
)
に
彦
左
衛
門

一
人
悩
り
(
岡
田
り
の
訊
?
)
立
ち
申
す

m官
就
た
り
、
自
然
後

日
に
彦
左
衛
門
脱
落
仕
候
は
ピ
五
目
白
内

ι尋
ね
川
し
、

き

っ
と
差
上
可
申
供
、
若
し
遅
々
仕
り
侠
は
ピ
何
様
に
も
我
々

方
へ
御
存
分
失
第
に
仰
付
ら
る
べ
く
供
、
共
れ
に
一
一
百
の
巾

分
御
座
あ
る
ま
じ
〈
供
、
後
日
の
溺
御
訪
欣
仕
り
差
上
中

1

所
依
っ
て
件
の
如
し

正
保
光
年
五
年
J
E
二
日

1M 

-一口、

f

訓

M
J
J
4相
円

わJ:i

1
-
I
 

J

一間
H
甘日制

彦
兵
衛

坂
升
勘
左
衛
門
総

杉
本
氏
は
と
の
記
事
の
信
出
品
性
を
詐
倒
し
て
同
く
、
妊
婦
腹

切
り
を
話
し
た
程
の
暴
君
の
あ
止
を
受
け
た
時
代
の
事
だ
か

色
、
首
時
の
記
録
は
凡
べ
て
形
式
的
叙
越
に
す
古
宇
止
断
じ

て
、
従

τ右
内
文
書

ω如
き
も
、

「
記
述
在
し

τ
の
文
字
と
見

る
べ
き
で
何
等
の
意
味
を
介
在
し
友
い
も
の
主
見
る
べ
吉
で
あ

る
」
止
|
|
よ
〈
そ
の
窓
味
は
分
ら
ぬ
が
|
l
勇
敢
に
断
定
し

で
あ
る
。
勿
愉
吾
人
は
醤
記
録
を
見
る
場
合
に
は
、
常
に
そ
の

第
二
十
丸
容

四
三
五

第
三
観
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様

録

越
前
米
摘
。
良
県
逃
散

形
式
主
内
容
と
の
合
致
、
論
理
的
受
賞
主
考
へ
ね
ば
在
ち
ぬ

が
、
杉
本
氏
白
如
吉
態
度
を
以
て
凡
べ
て
の
文
書

E
解
す
る
時

は
、
恐
ら
く
歴
史
白
研
究
は
不
可
能
で
あ
ら
う
。
氏
が
若
し
首

時
の
文
書
を
以
て
「
形
式
的
叙
述

Lι
し
て
窓
味
な
し
L
C
す
る
危

ち
ば
、
氏
が
氏
の
主
張
主
基
礎
づ
け
ん
・
と
す
る
官
時
の
記
録
も

亦
一
佐
伯
活
出
来
左
い
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
間
訟
、
氏
の
詑
自
身
も

依
頼
川
米
ぬ
・
と
い
ふ
矛
肪
に
陥
っ
て
居
る
。
布
川
記
事
に
よ
れ

ば
、
卒
部
の
者
が
打
ち
揃
ム
て
遠
方
に
逃
げ
た
か
否
か
は
疑
問

で
あ
る
が
、
併
し
米
ノ
浦
一
村
の
者
一
同
が
隙
韓
民
逃
散
し
た

六事
人 (b)賞
rD は
も百否
の 姓 定
が は ず
3~ 畳包 る
け・ け・司E
るるは
のべ HI
11:古来
11 j¥J- l!~ 
少 が で
くたあ
も 由通 ι
五、つう
十、 t< 0 

;隻・ピ
のら
舟う
がし
入、

要叉
だ百

か
ら
、
舶
で
逃
げ
る
佐
官
は
た
い
と
い
ふ
が
、
併
し
百
六
人
白
人

を
乗
せ
る
丈
け
の
舟
は
如
何
に
小
さ
た
も
の
で
も
そ
ん
た
に
多

く
は
要
し
た
い
。
殊
に
一
村
単
げ
て
逃
亡
し
た
止
す
れ
ば
、
相

蛍
に
共
同
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
全
部
の
も
の
が
舟
を
有
せ
宇

止
も
、
時
m
f
て
き
し
っ
か
史
は
訟
い
η

百
六
人
E
乗
せ
る
に
は

一
一
十
隻
も
あ
れ
ば
よ
い
o

米
ノ
捕
に
少
し
も
舟
が
な
か
っ
た
と

第
二
十
九
巷

四
三
J
h

-
J、

第
三
椀

は
考
へ
ら
れ
た
い
。
故
に
己
の
齢
制
白
み
よ
り

L
て
全
部
逃
散
し

るた
古通 cc ) も
らの
、正で

金保t..
部元い
逃年と
散のの
し 八 断
な月定
古道 ‘ は
つ十出
た一来
主 月 ぬ
いの。
ム文
も昔
、 t乙

従村

雲氏σ〉
の名
研が
究 b

せ
る
所
に
よ
る
と
、
百
姓
一
挟
白
費
生
し
た
る
場
合
に
、
最
後
迄

農
民
が
一
致
固
結
L
て
歩
調
を
ム
ロ
は
せ
行
動
を
共
に
す
る
事
は

困
雌
に
し
て
中
訟
で
腕
也
寸
る
も
の
が
州
て
米
る
。
殊
に
逃
故

に
五
つ
て
は
郷
土

E
ナ
て
L
他
郷
に
行
く
の
で
あ
る
か
ら
、
詑

中
か
ら
蹄
郷
す
る
も
の
が
向
日
却
い
。
故
に
杉
本
氏
の
示
す
が
如

き
記
事
を
以
て
し
て
は
直
ち
に
反
能
占
た
す
一
品
は
出
来
ぬ
。
中

塗
よ
り
引
き
返
へ
し
、
徒
認
に
反
逆
し
た
も
の
か
も
知
れ
ぬ
。

己
の
盛
一
居
の
研
究
主
必
要
し
と
す
る
。

め
米
ノ
浦
に
鑑
聞
と
明
刑
す
る
所
の
あ
る
事
か
ら
、
之
を
以

(
 

て
営
時
農
民
の
か
〈
れ
た
る
問
、
か
ど
み
た
る
附
・
と
す
る
事
は

大
に
疑
閉
止
す
る
所
で
あ
る
。
故
老
の
詑
を
信
田
畑
町
せ
ら
れ
て
居

る
よ
う
で
あ
る
が
、

と
の
故
老
が
嘗
時
の
人
た
ら
は
い
さ
知
ら

十
、
=
一
百
年
も
前
の
事
に
つ
き
て
米
ノ
浦
の
農
民
の
故
老
の
い

ム
事
は
、
種
々
の
文
書
を
信
滋
せ
ら
れ
な
い
杉
本
氏
が
何
故
に



信
欄
せ
ら
れ
た
か
、
余
の
了
解
に
苦
し
む
所
で
あ
る
。
隠
国
主
い

』益

は

一
般
の
用
語
例
に
従
へ
ば
人
が
か
く
れ
る
事
を
意
味
す

る
の
で
は
在
〈
、

租
税
辿
枕
の
銭
め
に
持
高
に
繰
り
入
れ
ら
れ

た
い
よ
う
に
隙
く
し
た
問
の
事
で
あ
る
。
鑑
凶
も
余
白
桃
山
田
に

よ
れ
ば
所
調
目
指
同
に
し
て
、
杉
本
氏
の
い
ム
隠
聞
で
は
あ
る
ま

い
。
恨
り
に
己
の
聞
に
農
此
が
、

氏
白
調
ふ
如
く
か
く
れ
た
と

し
で
も
、
そ
れ
は
た
ま
/
ー
そ
の
聞
に
か
く
れ
た
と
い
ふ
に
止

り
、
之
を
以
て
か
ピ
み
刊
の
山
梨
を
説
明
す
る
に
は
足
ら
ぬ
。

北
も
一
ぃ
相
会
制
の
も
の
が
逃
げ
出
す
事
を
問
屋
丈
け
知
ら
十
に

居
る
と
い
ふ
が
如
吉
は
、
間
合
の
事
で
あ
る
か
ら
常
識
上
考
へ

ら
れ
た
い
事
で
あ
る
。
故
に
杉
本
氏
の
い
は
る
L
よ
う
に
、

っ
て
知
ら
ぬ
態
度
主
主
っ
た
己
占
は
想
像
に
難
く
な
い
が
、
併

し
夫
れ
は
単
に
想
像
た
る

K
止
担
、
鑑
問
主
結
び
つ
け
て
、
庄

原
が
計
時
に

τ
一
時
的
に
百
姓
を
か
く
れ
さ
し
た
と
い
ム
の
は

依
り
に
う
が
ち
す
ぎ
た
考
察
で
は
あ
る
ま
い
か
。
同
時
に
之
に

よ
っ
て
全
部
が
逃
散
し
な
か
っ
た
と
い
ム
反
誼
と
た
ず
に
は
不

充
分
で
あ
る
。

雑

錯

越
前
米
油

ω
盛
民
描
散

四

以
上
の
多
く
杉
本
氏
の
訟
は
直
ち
忙
以
て
凡
べ
て
を
白
定
す

る
事
も
出
来
守
、
従
て
叉
米
ノ
浦
一
付
金
関
口
百
姓
が
逃
散
し

た
の
で
は
な
い
、
と
の
駁
論
と
す
る
に
は
倫
ほ
研
究
の
飴
地
が

多
々
あ
る
よ
う
に
忠
は
れ
る
。
又
偲
り
に
杉
本
氏
の
所
訪
の
如

く
、
全
部
が
隣
密

ω逃
散
を
し
た
も
の
で
た
い
と
し
、

叉
舶

ι

て
他
制
に
逃
故
し
た
も
の
で
な
い
止
す
る
も
、
逃
散
。
行
は
れ

た
る
事
は
一
献
焼
U
の
な
い
事
貨
で
あ
る
。
夫
れ
が
一
年
も
水

き

ι亘
コ
て
全
般
が
他
倒
に
逃
れ
た
か
、
又
は
単
に
一
時
的
に

~判

近
傍
に
逃
亡
し
た
か
ピ
問
題
た
る
に
す
ぎ
ぬ
。
吾
人
が
嗣
井
勝

史
の
示
す
ま
h

に
一
例
と
し
て
列
摩
し
た
の
は
、
地
散
の
形
態

又
は
機
起
の
欣
態
に
闘
す
る
概
念
主
確
立
す
る
矯
め
で
あ
っ

て
、
そ
の
原
則
的
事
官

ι訣
り
さ
へ
む
く
ん
ば
、
余
。
研
究
に

謝
し
て
は
何
等
の
費
動

E
も
興
へ
守
、
従
て
叉
余
白
所
前
を
彊

へ
す
も
り
で
は
左
い
。
而
し

τ己
に
述
べ
た
る
が
如
く
、
小
野

博
士
も
私
占
同
じ
く
、

そ
の
著
「
農
村
枇
曾
史
論
講
」
中
、
封
建

農
民
の
消
極
的
抵
抗
な
る
一
筋
に
於
て
、
百
姓
退
持
主
論
や
る

第
二
十
九
谷

四
三
七

ブE

第

鵠



雑

録

越
前
米
摘
。
農
民
逃
散

に
万
り
、
矢
張
り
桐
井
勝
安
心
記
事
を
そ
の
ま
i
h

に
援
用
し
℃

居
ら
れ
る
。
杉
本
氏
が
何
故
に
私
に
釘
し
て
の
・
品
反
封
せ
ら
る

a
A

の
か
、
そ
の
意
を
解
L
た
い
が

恐
ら
く
杉
本
氏
は
ζ

の
論

空
の
あ
る
事
主
知
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
と
忠
は
れ
る
。
若
し
杉

本
氏
が
小
野
比
に
封
し
て
私
に
到
す
る
と
同
じ
非
難
を
せ
ら
れ

た
ら
ん
に
は
小
野
氏
も
亦
本
と
同
じ
き
反
駁
を
加
へ
ら
れ
た

事
主
信
や
る
。

要
す
る
に
杉
本
氏
の
論
文
は
そ
の
地
方
的
特
殊
資
料
主
よ
く

蒐
集
せ
ら
れ
た
る
事
に
つ
き
て
は
大
に
敬
意
を
表
す
る
も
の
で

あ
り
、

H
つ
余
の
制
吉
研
究
に
よ
っ
て
杉
本
氏
の
如
き
篤
曜
の

士
の
出
現
を
促
し
た
と
と
は
、

た
と
ひ
拙
著
が
夫
れ
自
身
税
極

的
H
存
在
の
瑚
山
を
有
し
た
い
に
し
て
も
.

少
く
と
も
串
界
に

謝
し
て
消
極
的
の
貢
献
を
注
し
得
た
る
事
と
心
ひ
そ
か
に
喜
ぶ

も
の
で
あ
る
。
同
時
に
更
に
第
二
、
第
三
の
杉
本
君
が
輩
叫
し

て
、
根
本
資
料
に
よ
っ
て
私
達
の
挟
り
を
是
一
止
せ
ら
れ
ん
事
を

希
望
L
t
止
ま
ね
。

E 

第
二
十
丸
谷

四
三

λ

第

腕

O 

杉
本
氏
の
者
は
四
六
倍
判
三
十
三
貝
U
小
冊
子
で
は
あ
る

が
、
そ
の
資
料
の
蒐
集
に
は
可
な
り
苦
労
せ
ら
れ
た
あ
と
が
脈

然
占
し
て
覗
は
れ
る
。
併
し
乍
ら
甚
だ
遺
憾
凶
事
に
は
盲
資
料

白
取
級
方
、
削
ち
と
な
し
方
が
不
充
分
に
し
て
柳
か
銭
捕
の
感

じ
が
す
る
。
今
少
し
有
奴
に
活
用
川
来
た
と
忠
は
る
h
A

鮪
が
山
ザ

く
及
い
。
殊

ι杉
本
氏
は
、
誠
に
失
耐
紅
白
叩
分
か
も
知
れ
む

が
町
古
文
書
む
珂
御
力
に
乏
し
き
上
に
、
文
計
誌
が
生
眠
、
文
中

が
出
た
ら
め
に
使
っ
て
あ
る
潟
め
、
折
角
の
前
日
が
著
し
く
不

明
瞭
の
も
の
・
と
な
り
了
っ
て
居
る
事
は
、
私
の
批
も
遺
憾
と
す

る
所
で
あ
る
。
叉
植
字
者
の
閥
係
で
は
あ
ら
う
が
誤
植
が
蹴
る

多
く
、
然
か
も
前
越
の
如
く
筆
者
自
ら
が
出
た
ら
め

ω文
字
を

骨
加
し
て
居
る
の
で
、
誤
拍
払
筆
者
の
期
間
り
札
山
、
付
中
h
J

め
の
う

か
ぬ
場
合
も
あ
っ
て
、
私
は
讃
み
行
く
聞
に
雄
々
前
の
方
を
譲

み
返
へ
す
必
裂
に
迫
ら
れ
た
。
例
へ
ば
間
各
労
頭
に
、
「
資
料

い
つ
集
の
困
難
」
、
左
あ
る
の
で
如
何
な
る
意
味
か
と
思
っ
て
居

た
ら
、
後
白
方
に
持
集
と
い
ふ
宇
が
山
て
来
た
の
で
、
一
厨
不

可
解
と
た
ワ
た
が
、
そ
れ
は
恐
ら
く
料
集
の
意
味
で
あ
ら
う
、

強
い
て
輯
集
の
誤
字
企
解
し
て
も
資
料
の
蒐
集
、
採
集
'
と
は
い



ム
が
、
特
集
止
は
飴
り
い
は
た
い
。
ま
し
て
之
を
い
つ
集
と
よ

む
に
五
つ
て
は
、
以
て
筆
者
の
日
本
誌
の
能
力
冷
疑
は
ざ
る
を

仰
な
い
o

之
れ
で
は
折
角
の
議
論
も
先
づ
そ
の
州
の
拘
盈
を
疑

は
れ
司
心
か
ら
、

ζ

の
鮪
よ
く
御
桟
窓
あ
り
皮
き
も
の
で
め
る
。

そ
の
他
腎
泊
の
日
本
人
の
使
川
し
取
い
畔
何
が
非
常
に
多
く
枚

携
に
辿
が
た
い
。
殊
に
資
料
の
版
文

t
邸
中
げ
た
場
合
H

出品
k

討
糊
が
抑
入
し
で
あ
る
が
、
ぞ
の
門
、
川
巡
っ
た
も
の
が
削
る

多
く
.

斜
め

κ催
者
の
酬
明
仰
力
E
M
m
は
し
め
引
却
っ
て
会
開
の

倒
値
を
少
く
す
る
の
践
が
あ
る
。
例
へ
は
、
「
少
し
も
同
時
飢
〈
異

存
)
あ
る
ま
じ
く
候
」
(
丸
頁
)
、
「
御
品
目
(
三
割
沼
、

五
割
兎
と

納
税
商
白
減
税
を
話
味
す
る
)
相
首
御
容
謝
遊
ば
さ
れ
一
回
々
」

ハ
一
二
珂
)
得
、
川
々
に
己
の
極
の
叫
刊
誌
が
比
附
さ
れ
る
。
山
ザ
〈

止
も
そ
の
詰
剛
押
に
安
訟
を
欠
ぐ
'
と
思
は
る
L
も
の
蹴
山
川
し
、
誠

者
を
し
て
純
く
も
が
な
の
感
E
懐
か
し
め
る
。
要
す
る
に
杉
本

氏
の
努
力
、
妹
に
米
ノ
捕
に
闘
す
る
古
文
書
主
蒐
集
せ
ら
れ
た

る
功
組
は
之
主
多
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
白
が
、
徐
り
に
小
事
に

拘
泥
し
‘
余
(
従
て
小
野
博
士
)
の
例
示
せ
る
事
寅
を
非
弾
ず
る

に
念
た
り
し
矯
め
、

却
工
段
重
在
る
文
書
が
有
放
に
前
川
せ
ら

雑

樹
抽
出
に
於
げ
る
交
掴
政
策
研
究
白
現
況

融

れ
在
か
っ
た
事
を
傑
〈
遺
憾
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
更
に
一
居

~(~itschr. f. 

一一...~ …---一品一

の
抑
蹴
を
加
へ
ら
れ
、
よ
り
よ
曹
も
の
に
M
H
上
げ
ら
れ
ん
事
を

奨
墜
す
る
弐
第
で
あ
る
。


